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事業可能性評価の評価証交付式・懇談会の開催について 

（中小企業の皆様のビジネスプラン実現を支援） 

 

 財団法人岐阜県産業経済振興センターでは、中小企業の皆様が新規性のある製品、技術等

を開発し、創業や新事業の展開を図るために作成した事業計画について、事業の実現可能性

を専門家から成る事業可能性評価委員会により評価しています。そして評価結果に基づき、

事業の実現に向けた支援を当財団内のモノづくりセンターが中心となって行っています。 

今回は４社から評価依頼があり、今年度第２回目の事業可能性評価委員会（委員長：牛込

進 株式会社ＴＹＫ 代表取締役会長）を平成２１年１月２２日（木）に開催し、事業計画

を評価しました。 

その結果、４社のうち３社の事業計画がＡ評価（事業可能性が高い）と評価されましたの

で、Ａ評価企業に対して下記のとおり評価証を交付します。今後は事業化に向けた課題等に

ついて、モノづくりセンターのコーディネーター等が継続的なアドバイスやフォローアップ

を行い、支援していきます。 

また来年度も本事業を継続する予定です。引き続き、事業可能性評価へのチャレンジを期

待しております。 

 

記 

 

１．Ａ評価企業及び評価事業名 （企業概要等は別紙のとおり）  

 (1) 企 業 名 クマクラ工業株式会社（可児郡御嵩町） 

      事 業 名 金属切屑の人手を掛けない再資源化装置の製造販売事業 

      製品の特色  今回開発した装置は、金属工作機械から切削加工中に排出される金属

切屑を破砕・減容の上、異種金属混合を防止し、切屑に付着する切屑油

を分離する装置である。 

          付加価値の高い金属資源を回収することができる。 

  

(2) 企 業 名 株式会社山辰組（揖斐郡大野町） 

  事 業 名 電気を使用しない水中ポンプ／ハイブリッドエコポンプ 

    製品の特色  建設工事現場における「水替え工」には水中ポンプが使われるが、従 

来からの方法では多量の電気（燃料）が必要であるところ、「ハイブリ

ッドエコポンプ」はサイフォンの原理を利用して、大幅なコスト削減を 

可能にした。 

 

  (3) 企 業 名 株式会社アイベックス（郡上市） 

      事 業 名 鳥害防止装置 

      製品の特色  当製品は、昔からの人の知恵とカラス等の生態の両面からの研究成果

を製品化したものであり、カラス等が持つ高いレベルの危険判断能力を

逆に利用して、持続的にカラス等の被害を抑制、防止することができる

ものである。 

  



 

 

 

２．評価証交付式・懇談会の開催  

 (1) 場 所   財団法人岐阜県産業経済振興センター内  

         （岐阜市薮田南５丁目１４番５３号 県民ふれあい会館１０階） 

  (2) 期 日   平成２１年２月３日（火）  １０：３０～１１：３０ 

  (3) 内 容    ① Ａ評価企業に対する評価証の交付 

           ② 理事長との懇談（各企業からの事業説明等）   

 

３．Ａ評価企業への支援策について  

Ａ評価企業（事業可能性大）は次のような支援を受けることができます。 

① 岐阜県信用保証協会による特別保証   

② 中小企業基盤整備機構主催「中小企業総合展」への優先的出展 

③ 金融機関、マスコミへの積極的紹介 

④ モノづくりセンターによる総合的・継続的な事業支援  

 

４．問い合わせ先 

   （財）岐阜県産業経済振興センター モノづくりセンター  

〒500-8505 岐阜市薮田南5-14-53 県民ふれあい会館10階 

TEL：058-277-1080  FAX：058-273-5961  E-mail：sien@gpc.pref.gifu.jp 
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【別紙】 

◇ Ａ評価企業及び事業の概要（３社） 

 

 企   業   名  ① クマクラ工業 株式会社 （代表者／代表取締役 熊倉 康雄） 

 所   在   地  〒505-0123  可児郡御嵩町古屋敷字東洞31 (電話／0574-67-0909） 

 評価対象事業名  金属切屑の人手を掛けない再資源化装置の製造販売事業 

 評価できる事項 （１） 今回当社が開発した金属資源回収装置は、当社が生コンプラント

セメントの低圧空気輸送について蓄積した高い技術を応用して

開発したものである。ＮＣ旋盤やマシニングセンター等の金属加

工工作機械から排出される切屑（切粉）を全く人手を掛けること

なく回収するものであり、人件費を節減できること等による費用

対効果も高い。 

（２）本装置は、切削油の工場内での再利用、金属資源のリサイクルを

実現するものであり、省資源、リサイクルの観点からも評価でき

る。 

 

 

 企   業   名  ② 株式会社 山辰組 （代表者／代表取締役 馬淵 和三） 

 所   在   地 〒501-0511 揖斐郡大野町稲畑203番地の1（電話／0585-32-0171） 

 評価対象事業名  電気を使用しない水中ポンプ／ハイブリッドエコポンプ 

 評価できる事項 （１） 建設工事現場において「水替え工」を行う場合に水中ポンプ

が使用されるが、従来からの水中ポンプでは稼働させるため

に多量の電気（燃料）が必要である。しかし、今回当社が開

発した「ハイブリッドエコポンプ」は、サイフォンの原理を

利用しており、始動時にしか電気（燃料）がいらないためエ

ネルギーコストを大幅に削減でき、環境保全にも貢献できる。 

 

（２） 本装置は、基本原理は単純であるが、随所に工夫がされている。 

また、モーター音や強制排水時のズーズー音等の騒音がないとい

う利点を持っている。 

 

 



 

2 

 

 

企   業   名  ③ 株式会社 アイベックス （代表者／代表取締役 松本 好明） 

 所   在   地  〒501-4204 郡上市八幡町旭1251-3 (電話／0575-66-2155) 

 評価対象事業名  鳥害防止装置 

 評価できる事項 （１） 従来からの鳥害防止装置は、テグスや針等の材料でカラスを

脅かしたり鳥の体に影響を与えたりするものであるが、カラ

ス等が器具に慣れてくると効果が薄れてくる。当製品は、昔

からの人の知恵とカラス等の生態の両面からの研究成果を

製品化したものであり、カラス等が持つ高いレベルの危険判

断能力を逆に利用した装置であり、独創性がある。 

 

（２） 本製品は、ゴミ集積場、鉄塔、建物屋上等幅広い場所への設置

が見込まれ、今後理論化と実証実験を積み重ねることにより電

力、鉄道、通信業界等大きな市場への参入が期待できる。 

                                            




